
災害に強く安心して暮らせるまちづくり（防災・安全）

平成25年度　～　平成29年度　（5年間）

・ 下水道による都市浸水対策の達成割合を38%（H25）から63%（H29）に増加させる。

・ 既存施設について、長寿命化計画策定及び耐震診断を実施した施設数0箇所（H25）から2箇所（H29）に増加させ、併せて効率的な改築更新を進める。

   【参考指標】

・

Ａ10　下水道事業

事業 地域 交付 直接 事業及び 事業実施期間（年度） 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 施設種別 H25 H26 H27 H28 H29 策定状況

1-A10-204-1 下水道 一般 三条市 直接 三条市 雨水 新設 1,050 －
1-A10-204-11 下水道 一般 三条市 直接 三条市 雨水 計画策定 10 － 長寿命化
1-A10-204-12 下水道 一般 三条市 直接 三条市 汚水 計画策定 24 － 長寿命化
1-A10-204-13 下水道 一般 三条市 直接 三条市 雨水 改築 470 策定済 長寿命化
1-A10-204-14 下水道 一般 三条市 直接 三条市 汚水 改築 85 策定済 長寿命化
1-A10-204-15 下水道 一般 三条市 直接 三条市 雨水 計画策定 65 －
1-A10-204-19 下水道 一般 三条市 直接 三条市 雨水 改築 17 －
1-A10-204-20 下水道 一般 三条市 直接 三条市 汚水 改築 30 －
1-A10-204-21 下水道 一般 三条市 直接 三条市 雨水 新設 20 －

一般計 8 計（下水道事業） 1,771

合計 1,771

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計 0

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）工種

備考番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容 市町村名 

三条下水処理センター耐震診断（汚水） 耐震診断 三条市

三条処理区施設計画見直し（雨水） A= 1,776ha 三条市

三条下水処理センター耐震診断（雨水） 耐震診断 三条市

三条下水処理センター改築更新（雨水） φ1800放流ﾎﾟﾝﾌﾟﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ更新N=2台 三条市

三条下水処理センター改築更新（汚水） 最初及び最終沈殿池汚泥掻寄せ機更新 三条市

三条下水処理センター長寿命化計画策定（雨水） 計画策定 三条市

三条下水処理センター長寿命化計画策定（汚水） 計画策定 三条市

備考

裏館第１雨水幹線（浸水対策） L= 0.8km 三条市

交付対象事業

番号 事業者
省略
工種

要素となる事業名 事業内容 市町村名 全体事業費
（百万円）

費用便益費

0百万円 Ｃ 0百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

【参考指標】
市民満足度調査結果を引用

3.1ﾎﾟｲﾝﾄ ― 増加させる

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
1,771百万円 Ａ 1,771百万円 Ｂ

下水道による都市浸水対策の達成率（概ね５～10年に１回程度発生する規模の降雨に対して安全である区域の面積／都市浸水
対策を実施すべき区域の面積）

38% 38% 63%

長寿命化計画の策定に併せ施設の耐震診断を実施することにより施設の長寿命化を図るとともに安全で効率的な改築更新を進
める。(改築更新等累計事業費／改築更新等に係る総事業費)

0箇所
0%

2箇所
25%

2箇所
67%

荒町第２雨水幹線（浸水対策） L= 0.8km 三条市

社会資本総合整備計画（水の安全・安心基盤整備）
計画の名称

計画の期間 交付対象 　三条市

最終目標値

(H25当初) (H27末) (H29末)

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

「災害に強いまちづくり」の【水害対策の充実強化】満足度ポイントを3.1（H22)から増加させる。

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値

　雨水をはじめとした水害による浸水被害から市民の命とくらしを守るとともに、施設が適正に機能発揮できるよう計画的な修繕や更新に努めることにより安心して暮らせるまちを形
成する。

重点計画の該当

平成29年3月16日



Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度）

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

一般計 0 一般　計 0

合計 0

番号

その他関連する事業

地域 交付 直接

種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

0

合計 0

備考

備考

合計

一体的に実施することにより期待される効果

事業種別 事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名 
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容 市町村名
全体事業費
（百万円） 備考

工種



〇事業効果の発現状況

事後評価の実施体制

定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記述）

事業内容の一部変更に伴い、計画の最終目標値に達することはできなかったが、当初予定していた内容について概ね実施することができた。

事　後　評　価
〇事後評価の実施体制、実施時期

事後評価の実施時期

交付対象者が評価を実施

最終目標値に対する実績値が確定した翌年度

公表の方法

ホームページによる公表

〇目標値の達成状況

番号
指標（略称）
目標値/実績値 目標値と実績値に差が出た要因

1

下水道による都市浸水対策の達成率（概ね５～10年に１回程度発生する規模の降雨に対して安全である区域の面積／都市浸水対策を実施すべき区域の面積）

最終目標値 63%
一部区間を他事業で実施することになったため。

最終実績値 61%

〇特記事項（今後の方針等）

長寿命化計画策定のほか、近年の豪雨多発を踏まえた全体計画及び事業計画の変更が行われた。今後も引続き、新たな計画のもとで下水道施設の整備を着実に進めていく。

2

長寿命化計画の策定に併せ施設の耐震診断を実施することにより施設の長寿命化を図るとともに安全で効率的な改築更新を進める。(改築更新等累計事業費／改築更新等に係る総事業費)

最終目標値
2箇所
67%

策定された長寿命化計画に則り、総事業費を見直したため。
最終実績値

2箇所
23%

3

【参考指標】市民満足度調査結果を引用

最終目標値 3.2ﾎﾟｲﾝﾄ以上
近年の豪雨多発に伴い、重要度及びニーズが上昇した分、満足度が低下したため。

最終実績値 2.9ﾎﾟｲﾝﾄ


